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１．推進に向けた基本的な考え方 

 
これからの都市づくりにおいては，行政のみ

ならず，市民や事業者などとともに良きパート

ナーとして連携し，それぞれの知恵と責任にお

いてお互いが力を合わせてまちづくりに取り

組み，積み重ねていくことが重要です。 

本市では，2005 年（平成 17 年）7月に｢福山

市協働のまちづくり指針｣を策定し，自治会を

中心とした学区まちづくり推進委員会やボラ

ンティア・ＮＰＯ，各種団体，企業そして市民

など，地域で生活するすべての人々と行政が，

それぞれの責任と役割を分担し，対等な立場で

補完し，協力し合う「協働のまちづくり」を進

めています。 

 
 
 

 

引き続き，安心・安全で，より地域の特性を

生かした魅力あふれる都市づくりのために，市

民・事業者などと行政による協働のまちづくり

を一層充実させていきます。 

さらに，都市づくりを推進するためには，都

市計画に加え，商工業，農林漁業，生活・福祉，

防犯・防災，環境などの関連施策と連携した，

一体的な取組が必要です。 

こうしたことから，庁内の関係部局の横断的

な連携はもとより，国や県，近隣市町，民間事

業者などと連携・協力しながら，計画的・効率

的な事業や各種の取組を行っていきます。 

 
 

■ 今後の都市づくり推進の取組イメージ図 

多様な主体（市民・事業者など）が参画した協働による都市づくり 

計画的・一体的な都市づくり 

福山市都市マスタープラン 

めざすべき将来ビジョンの実現 

【市民・事業者などの主な取組】 
○協働のまちづくり指針の運用 
＜推進方針＞ 

■お互いの情報を共有します 

■人材づくりを通した意識づくりや啓発を

行います 

■みんなが活動しやすい参加しやすいシス

テムづくりを行います 

■協働に関する事業の評価・公開を行いま

す 

○地域での主体的なまちづくりの実践 
○事業活動を通じた社会・地域貢献など

【行政の主な取組】 
○協働のまちづくり指針の運用 
 （推進体制のしくみづくり） 
○マスタープランの進行管理 
○推進体制の充実 
・庁内関係部局の連携 
・国，県，近隣市町等との連携・協力 
○効率的な事業の推進 
・事業評価，財源措置 
○民間事業者等との連携・協力など 

【上位計画 】○第四次福山市総合計画 

○備後圏都市計画区域マスタープラン 

情報公開 

支援･協力

参画･協力

各種提案 



福山市都市マスタープラン 

今後の都市づくりの推進にむけて 

７７ 

２．多様な主体による協働の都市づくり 

 
都市計画の分野では，幹線道路などの大規模

な都市施設から，地区住民が利用する身近な街

区公園などの施設整備，建築制限やまち並みの

誘導といったルールづくりなど，様々な事業や

取組があります。それぞれの事業や取組の内容

に応じ，適切な市民参画の手続に基づき，市

民・事業者などと行政がお互いの責任と役割を

分担しながら，協働による都市づくりを進めて

いきます。 

 

(１) 市民・事業者と行政の役割分担 

① 市民の役割 

まちづくりの主役である認識と自覚を持ち，

地域活動やボランティア活動などを通じて，ま

ちづくりへの積極的な参加・参画が求められま

す。 

 

② 事業者の役割 

地域住民や行政と連携・協力するとともに，

専門性や柔軟性を発揮し，社会資本の整備や地

域環境の向上，景観づくりなどの社会貢献活動

を通じて，地域の活性化への積極的な取組が求

められます。 

 

③ 行政の役割 

本マスタープランに基づき，総合的かつ計画

的に事業の推進や調整を図ります。 

都市づくりにかかわる規制誘導等の仕組み

づくりを行うとともに，情報を収集・提供し，

市民・事業者などが主体的に行うまちづくりを

段階に応じて支援します。 

また，説明会や公聴会，パブリックコメント

の実施など，市民意見を反映するための取組を

充実させます。 

 

(２) 協働による都市づくりの推進方策 

① 各種制度の活用 

● 地区計画制度の活用 

地区計画制度は，地区の特性に応じて道路や

公園などの配置・規模や建築物等に関する制限

を定め，良好な地区内環境の形成・保全を図る

ための制度です。 

地区計画の内容策定では，地区に住んでいる

市民が主役となり，地区内で話し合いを進めな

がら，地区の実情に応じた計画内容を定めてい

くものです。 

市民への地区計画制度の周知を図り，計画策

定の段階に応じた支援を行うことにより，市民

が主体となったまちづくりのルールづくりを

推進していきます。 

また，本市では，市街化調整区域内にある既

存集落地や幹線道路沿道地区などを対象とし

た，「福山市市街化調整区域における地区計画

制度の運用基準」を定めており，開発許可制度

と一体的に運用を図ることにより，地域の特性

に応じたきめ細かい土地利用の誘導を行って

いきます。 

 

● 都市計画提案制度の活用 

都市計画提案制度は，土地所有者やまちづく

りＮＰＯ法人などが，一定の面積以上の一団の

土地について，土地所有者の同意を得て，都市

計画の決定や変更の提案を行うことができる

制度です。この制度の活用により，まちづくり

や都市計画に対する市民の関心を高め，主体的

かつ積極的な市民参画を促すことにより，市

民・事業者などと行政が一体となったまちづく

りを進めることができます。 

都市計画に関する情報の提供や上位関連計

画における本市の方針などについて事前に助

言を行うことで，本制度の円滑な運用を推進し

ます。 
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② まちづくり活動の支援 

地域住民が行うまちづくり活動については，

｢福山市協働のまちづくり指針｣に基づき，まち

づくりに関する情報提供や，地域の課題を解決

するための専門的な知識を有した職員や専門

家を派遣するなど，支援体制の充実を図り，市

民の主体的なまちづくりを促進します。 

 
③ 協働による施設の整備・管理 

地域の身近な道路，公園などの整備や，良好

な景観形成を図る必要がある施設（シンボルロ

ード，橋りょう，河川，大規模公園など）を整

備する場合などは，多様な市民参画手法（ワー

クショップなど）を取り入れた，協働による施

設整備や管理に努めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．計画的・一体的な都市づくり 

 
本マスタープランは，都市づくりの具体的な

将来ビジョンを確立し，地域別のあるべき市街

地像，課題に対応した整備方針，都市生活・経

済を支える諸施設の計画などを定めるもので

す。実現に向けては，都市計画に加え，商工業，

農林漁業，生活・福祉，防犯・防災，環境など

の関連施策と連携した，一体的な取組が必要と

なります。 

こうした総合的な都市づくりの視点から対

応を図るため，庁内の関係部局や国・県などの

関係機関と緊密に連携・協力しながら，都市づ

くりを進める必要があります。 

また，本マスタープランの運用に当たっては，

社会経済の動向や地域の状況などを踏まえ，的

確な進行管理とともに，事業熟度に応じ，適切

な時期に都市計画の決定・変更を行い，事業推

進に努めます。 

 

(１) 計画的･一体的な都市づくりの推進方策 

① マスタープランの進行管理 

都市マスタープランは長期的な計画である

ため，適切な進行管理を行い，社会経済の動向

や地域の状況などを踏まえ，上位計画と整合を

図りながら，必要に応じて適宜見直しを行いま

す。 

 
② 推進体制の充実 

庁内の関係部局の横断的な連携はもとより，

国や県，近隣市町及び民間事業者などと緊密に

連携・協力しながら，都市づくりを進めます。 

 

③ 都市計画の決定･変更 

本マスタープランにある事業を推進してい

くため，関係機関と連携・協力しながら，事業

の熟度に応じた適切な時期に都市計画の決
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定・変更を行います。 

 

④ 効率的・効果的な事業の推進 

事業の必要性や効果，地域の状況やニーズ，

整備費用などを総合的に勘案した事業評価を

行い，可能な限り国，県の助成制度を活用した

財源措置を図りながら事業を推進します。 

 

⑤ 民間事業者との連携 

上位関連計画や本マスタープランに即し，民

間事業者が実施する優良な事業については，そ

の熟度に応じた適切な支援に努めます。 

 
 




